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免責事項

この取扱説明書の情報はユーザー目的のみに企画されており、顧客規制に含まれる情報や技術マ

ニュアル/図書、ハンドブックの位置づけ、または他の官庁出版物に取つて代わることを意図して

いません。顧客に提供されるこの取扱説明書のコピーは最新のデーターに更新されていません。

この取扱説明書を利用した顧客は、間違いや脱落、改善への助言、その他のコメントを以下に報

告してください。

ⅣIFJ Enterprises,

300 1ndust�al Park Road.

Starkville,MS 39759

Phone:(662)323‐ 5869

FAX:(662)323‐ 6551

Buslness hours.

bll‐ F8:00 AⅣ l-4:30P■ll CST
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概要

前書き

MF」 -998RTイ ンテリチューナーは、法定上限出力に対応した総合的な遠隔自動アンテナ同調
装置です。

MF」 -989RTは 大半の不平衡アンテナまたは単線アンテナを自動ですばやくチューニングし
てくれます。MF」 -998RTの アンテナ出力にMFJ-912 1.5kW 4:1バ ランを接続

することにより平衡給電線も使用できます。

MFJ独 自の瞬時呼び出し機能、インテリジェントチューニング、そして適応検索アルゴリズムが 2
0,000を 超える不揮発性の仮想アンテナメモリーを利用して高速自動チューニングを提供してく
れます。2つのアンテナバンクにはそれぞれ 4つのメモリーバンクがあり、またそれぞれのメモリー
バンクには2,500を 超える不揮発性のチューナーセッティング用メモリーがあります。過去の設
定値を失うことなくアンテナチューナーを複数のアンテナで使用したり、異なった場所へ移動して使

用したりする柔軟性を持たせるために、バンクには複数のアンテナ設定値を保存することができます。

チ■―ナーには 1.8から30MHzを カバーする広いマッチング能力を有する高効率のL型スイッ
チネットワークが内蔵され、バックライ ト付きLCDデ ィスプレイや 16アンペア/1000ボ ル ト
の耐久性があるリレーが内蔵されています。これは、SSB/CWで 1500ワ ットの定格があり、
12から1600オ ーム (SWR 32:1ま で)までのインピーダンスの整合ができます。

最大 256のインダクタンスと256の入カキャパシタンス、または64の出カキャパシタンスが使
用できます。これは合計 81, 920の L/C同調の組み合わせを作り出します。名目上の同調範囲
は 0から24μ Hと 0から3900pFで す。そして、一度同調点が見つかると、必要ならば固定同
調回路を設計するための同調回路の値も表示することができます。

すべてのMFJイ ンテリチューナーと同様、MF」 -998RTは 学習と記憶をします。送信したと
きに自動的に最小のSWRに調整して、周波数とチューナーの設定値を記憶し、安全に不揮発性メモ
リーに保存します。次国に、その周波数 (またはそれに近い)と アンテナで送信すると、これらのチ
ューナー設定値を瞬時に再読み込みしてミリ秒単位で動作させる準備ができます。

送信機のキー操作をしたとき、MFJの 瞬時呼び出し機能は、以前その周波数で動作させたかどうか
見るためにメモリーをチェックします。もし履歴があれば瞬時に調整して動作準備が整います。もし

そうでなければ、MFJの インテリジェント同調アルゴリズム (MFJの有名なSWRアナライザー
技術に準拠)が起動します。これがアンテナの複雑なインピーダンスを測定します。次に必要な構成
要素を計算し瞬時に分解します。最後に最小のSWRに なるように最良の調整を行い、そして秒以下
ですべての動作準備が整います。

もし、アンテナインピーダンスがチューナーの測定範囲以内でなければ、MFJの 適応検索アルゴリ
ズムが動作に入ります。周波数が計測され関連する構成要素の値が決定されます。最初のチューニン

グではこれらの値が探索されるだけです。もし、まだ同調点が見つからなかつた場合は、異なった検

索パターンを用いて再び検索が実行されます。目標のSWRは 1.0か ら2.0にすることができま
す。チューニングするための最小電力は約 5ワ ットです。無操作状態や送信信号が無いときにチュー

ナーは「スリープ」モー ドに入 り、スプリアス信号の発生を避けるためにマイクロプロセッサーのク

ロックはオフになります。
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